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レ
ー
ザ
加
工
ラ
ボ
を
新
設

愛
知
県
で
日
亜
化
学
と

古河電工

　

―
社
長
に
就
任
し
て
の

抱
負
は
？

　
「
業
界
を
跨
い
だ
会
社
で

働
い
て
き
た
と
い
う
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
ミ

ハ
ル
通
信
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
て
い
く
。

当
社
の
技
術
や
取
り
扱
う
製

品
の
売
上
を
、
こ
の
先
市
場

が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
も
伸

ば
し
て
い
き
た
い
」

　

―
　
年
度
の
事
業
見
通

２４

し
は
？

　
「
売
上
高
や
営
業
利
益
は

ほ
ぼ
予
定
通
り
の
見
通
し

だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
は
入
札
制
度
な
ど
が
あ
り

不
確
定
な
要
素
も
あ
る
が
、

壬

腎

甚

訊
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ペロブスカイト太陽電池
（電線業界からも期待）

岩田春樹  社長
ミハル通ミハル通信信

現
状
で
は
見
通
し
に
到
達
す

る
だ
ろ
う
」

　

―
目
標
や
事
業
展
開

は
？
　
「
中
期
的
に
は
売
上
高
１

０
０
億
円
以
上
を
目
指
す
。

新
製
品
や
『
こ
と
づ
く
り
』

な
ど
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化

に
い
か
に
対
応
す
る
か
に
注

力
す
る
。

　
事
業
展
開
と
し
て
は
Ｉ
Ｐ

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
技
術
力
を
強

化
し
、
Ｉ
Ｐ
技
術
を
ど
う
展

開
し
て
い
く
か
を
重
視
す

る
。
ま
た
、
保
守
・
更
新
な

ど
の
地
域
に
寄
り
添
っ
た
提

案
を
推
進
す
る
」

　

―
こ
れ
ま
で
の
経
歴

は
？
　
「
　
年
に
古
河
電
工
に
入

８５

社
し
、
光
部
品
関
連
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
た
。
２
度
の

テ
ル
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
デ
バ
イ

ス
の
社
長
を
７
年
務
め
、
今

年
４
月
か
ら
ミ
ハ
ル
通
信
に

移
っ
た
」

「
出
る
杭
は
打
た
な
い
」 

尖
っ
た
人
材
に
期
待

駐
在
で
合
わ
せ
て
７
年
間
を

タ
イ
で
過
ご
し
た
。
光
部
品

を
製
造
す
る
古
河
フ
ァ
イ
テ

ル
・
タ
イ
ラ
ン
ド
の
社
長
に

就
任
し
、
帰
国
後
に
古
河
電

工
の
フ
ァ
イ
テ
ル
製
品
事
業

部
長
、　

年
に
古
河
フ
ァ
イ

１７

気
軽
に
会
話
し
た
い
。

　
ま
た
、『
出
る
杭
は
打
た

な
い
』
を
信
条
と
し
、
従
業

員
に
は
尖
っ
て
ほ
し
い
と
伝

え
て
い
る
。
日
本
の
社
会
は

減
点
法
で
、
標
準
的
に
な
り

が
ち
だ
。
標
準
的
な
人
材
ば

　

―
経
営
理
念
な
ど
は
？

　
「
会
社
に
と
っ
て
最
も
大

切
な
の
は
人
材
だ
と
考
え
て

い
る
。
人
材
を
育
て
て
チ
ー

ム
と
し
て
い
か
に
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
し
て
い
く
か
が
重
要

だ
。
そ
の
た
め
に
は
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
、
す
べ
て
の
従
業
員
と

全
事
業
を
当
社
が
譲
受
し

た
。
当
社
と
Ｆ
Ｃ
Ｂ
は
ユ
ー

ザ
の
傾
向
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ユ
ー
ザ
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
部
分
も
近
い
。
ミ
ニ

サ
テ
の
維
持
更
新
の
際
に
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
Ｉ
Ｐ
で
簡
易

か
り
が
集
ま
る
と
標
準
的
な

会
社
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一

芸
に
秀
で
た
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

の
よ
う
な
尖
っ
た
人
材
が
い

た
方
が
組
織
と
し
て
強
く
な

る
と
考
え
て
い
る
」

　

―
古
河
Ｃ
＆
Ｂ
（
Ｆ
Ｃ

Ｂ
）
事
業
譲
受
の
効
果
は
？

　
「
　
年
４
月
に
Ｆ
Ｃ
Ｂ
の

２３

　

―
ユ
ー
ザ
で
あ
る
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
事
業
者
の
課
題
は
？

　
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者
は
企

業
の
規
模
や
地
域
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
環
境
に
あ

る
。
特
に
地
方
で
は
、
新
規

加
入
者
数
よ
り
人
口
の
自
然

的
に
保
守
・
更
新
が
で
き
る

と
い
っ
た
提
案
が
具
体
的
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
大
き
い
。

　
現
在
、
営
業
体
制
の
見
直

し
を
検
討
中
だ
。
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
の
両
面
で
、
テ
レ
ビ

放
送
局
と
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
者

向
け
に
技
術
融
合
を
図
る
」

減
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
回
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
い
か
に

事
業
を
継
続
す
る
か
、
事
業

を
拡
大
す
る
か
が
課
題
だ
。

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
強
み
は
、
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
通
信
網
を
持

っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は

将
来
的
に
も
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
に
な
る
。
ま
た
、
地
域
に

密
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

防
災
・
防
犯
面
で
地
域
に
根

付
い
た
活
動
が
で
き
る
こ
と

も
強
み
だ
」

　

―
貴
社
の
強
み
や
他
社

と
の
差
別
化
は
？

　
「
強
み
は
技
術
力
と
営
業

力
だ
。
当
社
の
ほ
と
ん
ど
の

製
品
は
鎌
倉
本
社
で
開
発
し

て
い
る
。
技
術
部
門
と
営
業

部
門
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
活
発
で
、
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
軽
く
迅
速
に
ユ
ー
ザ
の

要
望
に
対
応
し
て
い
る
」

極
超
低
遅
延
技
術
 

安
全
対
策
が
課
題

　

―
極
超
低
遅
延
技
術
の

今
後
の
展
開
は
？

　
「
当
社
の
極
超
低
遅
延
技

術
は
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

あ
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
落
と

し
込
む
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
。
６
月
の
『
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
』
に
Ｅ
Ｌ
ス
テ
ム
を

出
展
し
た
が
、
課
題
を
残
し

て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
遠
隔

操
作
に
お
い
て
は
、
安
全
確

保
と
い
う
課
題
に
直
面
す

る
。
医
療
現
場
の
遠
隔
操
作

で
は
、
医
療
従
事
者
が
現
場

か
ら
離
れ
た
場
合
の
リ
ス
ク

が
課
題
に
な
る
。
極
超
低
遅

延
技
術
が
こ
れ
ら
の
課
題
を

解
決
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

音
声
に
特
化
す
る
ケ
ー
ス
で

は
、
エ
ン
タ
メ
分
野
向
け
で

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
　

―
最
重
要
課
題
は
？

　
「
技
術
面
で
は
、
い
か
に

技
術
転
換
で
き
る
か
、
人
材

面
で
は
、
一
部
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
高
齢
化
対
策
と
人
材
確

保
へ
の
対
応
だ
。
特
に
放
送

無
線
や
ア
ナ
ロ
グ
技
術
分
野

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
高
齢
化
は

顕
著
だ
。
い
か
に
若
い
世
代

に
技
術
を
伝
承
し
て
い
く
か

は
大
き
な
課
題
だ
」

　

―
趣
味
や
好
き
な
言
葉

は
？
　
「
旅
行
が
好
き
で
、
若
い

頃
か
ら
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と

し
て
　
カ
国
以
上
を
旅
し
た
。

３０

も
と
も
と
父
親
が
登
山
好
き

で
、
小
さ
い
頃
か
ら
テ
ン
ト

で
寝
た
り
、
野
宿
す
る
こ
と

に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
。

　
好
き
な
言
葉
は
『
一
期
一

会
』
。
そ
の
時
の
そ
の
出
会

い
を
大
切
に
し
て
い
る
」 襖
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市
場
変
化
の
対
応
に
注
力
　
一
期
一
会
を
大
切
に

Ｆ
Ｃ
Ｂ
の
事
業
譲
受
で
技
術
融
合
を
図
る

　
今
年
６
月
に
ミ
ハ
ル
通
信
の
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
岩
田
春
樹
氏
が
本
紙
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、「
市
場
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
売
上
を
伸
ば
す
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。
中
期
的
に
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
技
術
力
強
化
と
Ｉ
Ｐ
技
術
の
展
開
を
軸
に
、
売

上
高
１
０
０
億
円
以
上
を
目
指
す
。
同
社
は
、
ほ
と
ん
ど
の
製
品
を
鎌
倉
工
場
で
開
発

し
、
技
術
・
営
業
の
両
部
門
の
連
携
力
に
強
み
を
持
つ
。
岩
田
社
長
に
、
経
営
理
念
や

極
超
低
遅
延
技
術
の
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
経
済
産
業
省
は
官
民
の
協

議
会
で
、
脱
炭
素
の
切
り
札

と
し
て
期
待
さ
れ
る
次
世
代

型
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
を
、
２
０
４
０
年
度
に

累
計
　
　
程
度
導
入
す
る
政

２０
GW

府
目
標
を
発
表
し
た
。　

月
１１

　
日
に
は
導
入
拡
大
に
向
け

２８た
戦
略
が
発
表
さ
れ
、
海
外

市
場
で
　
年
に
１
０
０
Ｗ
以

３０

上
、　

年
に
５
０
０
　
以
上

４０

GW

の
導
入
、
発
電
コ
ス
ト
　
円
１５

／
鯵
ｈ
と
い
っ
た
具
体
案
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　
ま
た
、
政
府
は
　
年
度
の

３０

国
内
電
源
構
成
に
お
い
て
、

　
年
に
原
発
　
基
分
の
発
電
規
模
が
目
標

４０

２０

伸
縮
電
線
や
Ｆ
Ｐ
Ｃ
の
採
用
に
期
待

　
経
済
産
業
省
は
、
次
世
代
型
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
を
、
２
０
４
０
年
度
に

累
計
　
　
程
度
導
入
す
る
目
標
を
発
表
し
た
。　

月
　
日
に
は
、　

年
に
海
外
市
場
で

２０
GW

１１

２８

４０

５
０
０
　
以
上
導
入
、
発
電
コ
ス
ト
　
円
／
鯵
ｈ
、
中
期
計
画
な
ど
の
具
体
案
が
盛
り

GW

１５

込
ま
れ
た
。
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
は
、
軽
く
て
折
り
曲
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
土
が
狭
い
日
本
と
相
性
が
良
い
。
国
内
樹
脂
メ
ー
カ
ー
が
実
証
実
験
を
進
め
る
ほ

か
、
電
線
メ
ー
カ
ー
も
伸
縮
電
線
や
Ｆ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
採
用
に
動
き
出
し
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
　３６

～
　
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ

３８
て
い
る
が
、　

年
度
の
実
績

２３

は
　
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

２３
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
世
界

シ
ェ
ア
も
中
国
勢
に
押
さ
れ

１
％
未
満
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
発
電
効
率
が
高
い

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

の
導
入
拡
大
を
推
進
す
る
。

薄
く
軽
く
曲
げ
ら
れ
る
 

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

　
現
在
主
流
の
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
に
は
材
料
に
結
晶
シ

リ
コ
ン
が
使
わ
れ
、
そ
の
上

る
た
め
、
重
く
て
硬
い
こ
と

か
ら
設
置
用
地
も
限
ら
れ
、

導
入
ペ
ー
ス
が
鈍
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
は
基
礎
研

究
や
技
術
で
先
行
し
て
き
た

が
、
中
国
や
欧
州
を
は
じ
め

と
し
た
海
外
勢
が
力
を
入
れ

て
い
る
タ
ン
デ
ム
型
は
、
高

効
率
・
軽
量
・
低
コ
ス
ト
と

い
っ
た
特
長
が
あ
り
、
開
発

競
争
も
激
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
は
、
日
本
発
の
技
術
で
軽

量
か
つ
薄
く
曲
げ
ら
れ
、
高

層
ビ
ル
の
壁
面
や
ガ
ラ
ス
窓

な
ど
に
設
置
で
き
る
こ
と
が

特
長
。
特
に
フ
ィ
ル
ム
型
は

基
板
に
塗
布
す
る
方
法
で
作

ら
れ
る
た
め
、
柔
軟
性
を
持

た
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
積
水
化
学
工
業
は
　
年
度

２５

の
事
業
化
に
向
け
て
開
発
を

進
め
て
い
る
。
材
料
を
水
分

か
ら
守
る
封
止
材
技
術
に
よ

り
発
電
層
を
ガ
ー
ド
す
る
こ

と
で
、　

年
相
当
の
屋
外
耐

１０

久
性
を
確
認
し
、
現
在
も
実

証
実
験
を
進
め
て
い
る
。

　
既
に
ビ
ル
外
壁
に
設
置
し

て
い
る
ほ
か
、
シ
リ
コ
ン
系

を
取
り
付
け
ら
れ
な
い
大
型

倉
庫
や
煙
突
の
曲
面
へ
の
設

置
も
実
証
中
だ
。
し
か
し
、

水
分
な
ど
に
弱
く
、
耐
久
性

や
コ
ス
ト
削
減
と
い
っ
た
課

題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
格

的
な
普
及
は
　
年
代
以
降
と

３０

み
ら
れ
る
。

　
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
の
主
原
料
で
あ
る
ヨ
ウ
素

は
、
チ
リ
に
次
ぎ
日
本
が
世

界
２
位
の
生
産
量
を
占
め

る
。
国
内
調
達
も
容
易
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
こ
と
か

ら
、
経
済
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
も
重
要
視
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
経
産
省
は
自
治

体
や
企
業
に
設
置
費
用
を
補

助
し
普
及
を
後
押
し
す
る
。

同
電
池
を
開
発
す
る
企
業
も

相
次
い
で
い
る
。

　
　
年
に
設
立
さ
れ
た
京
都

１８

大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
の
エ
ネ
コ
ー
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
は
、
手
の
ひ
ら
に

収
ま
る
７
・
５
㎝
四
方
の
小

型
の
太
陽
電
池
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
薄
く
て
軽

い
特
性
を
生
か
し
て
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
セ
ン
サ
ー
な

ど
の
電
源
と
し
て
活
用
が
想

定
さ
れ
る
ほ
か
、
情
報
通
信

の
分
野
で
は
能
登
地
震
の
教

訓
を
受
け
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
共

同
で
国
内
初
の
通
信
基
地
局

に
太
陽
電
池
を
取
り
付
け
て

発
電
す
る
実
験
を
行
っ
て
い

る
。

安
価
な
中
国
製
で
は
な
い
 

日
本
発
技
術
で
追
い
風
に

　
電
線
業
界
も
、
次
世
代
太

陽
電
池
に
よ
る
需
要
拡
大
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
電
線

流
通
か
ら
は
、「
従
来
の
太

陽
光
発
電
と
違
い
、
ま
と
ま

っ
た
土
地
が
必
要
な
い
た

め
、
日
本
の
国
土
に
向
い
て

い
る
」「
太
陽
光
発
電
や
洋

上
風
力
発
電
よ
り
も
普
及
は

緩
や
か
に
な
り
そ
う
だ
が
、

政
府
の
援
助
や
用
途
拡
大
に

よ
る
だ
ろ
う
。
再
エ
ネ
需
要

が
高
ま
っ
て
電
力
小
売
り
事

業
へ
の
参
入
が
増
え
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
た
。

　
電
線
メ
ー
カ
ー
は
、
ペ
ロ

ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
軽

く
折
り
曲
げ
ら
れ
る
特
性
に

向
け
て
、
具
体
的
に
は
伸
縮

電
線
や
伸
縮
性
を
持
つ
Ｆ
Ｐ

Ｃ
の
採
用
に
期
待
す
る
。
あ

る
メ
ー
カ
ー
は
「
屈
曲
耐
久

性
に
優
れ
る
伸
縮
電
線
は
フ

ィ
ル
ム
型
と
相
性
が
良
い
」

と
い
う
。
ま
た
、
従
来
の
太

陽
光
発
電
設
備
に
強
み
を
持

つ
メ
ー
カ
ー
は
、「
発
電
規

模
に
も
よ
る
が
、
パ
ワ
ー
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
を
使
う
場

合
は
変
電
設
備
な
ど
の
需
要

に
も
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に

送
配
電
部
材
向
け
の
提
案
を

社
内
で
協
議
し
て
い
る
」
と

し
た
。
Ｆ
Ｐ
Ｃ
を
主
軸
と
す

る
メ
ー
カ
ー
は
「
従
来
の
太

陽
光
発
電
は
安
価
な
中
国
製

の
シ
ェ
ア
が
高
い
。
日
本
発

の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
の
普
及
に
向
け
て
追
い
風

に
乗
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
古
河
電
工
は
　
月
　
日
、

１１

２７

日
亜
化
学
と
共
同
で
、「
古

河
電
工
・
日
亜
化
学
先
進
レ

ー
ザ
加
工
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ボ
」
を
愛
知
県
刈
谷
市
に

開
設
し
た
と
発
表
し
た
。

　
同
ラ
ボ
の
英
語
名
は「C

u  
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 」で
、
頭
文
字
を

取
っ
て
通
称
を
「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

（
セ
ル
）
」
と
し
た
。
両
社

は
こ
れ
ま
で
、
国
内
の
レ
ー

ザ
加
工
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開

発
の
拠
点
と
し
て
、
古
河
電

工
千
葉
事
業
所
内
、
Ｃ
Ａ
Ｌ

Ｌ
（
愛
知
県
豊
田
市
）、
日
亜

化
学
横
浜
研
究
所
内
の
３
カ

所
に
レ
ー
ザ
加
工
実
験
設
備

を
設
け
て
い
た
。
今
回
、
こ

れ
ら
に
加
え
て
、
自
動
車
産

業
の
集
積
地
で
あ
る
中
部
地

区
に
、
新
た
な
共
創
拠
点
Ｃ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
を
開
設
し
た
。
加
工

試
験
や
評
価
の
サ
イ
ク
ル
が

短
縮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
レ

ー
ザ
加
工
を
活
用
し
た
生
産

技
術
開
発
の
加
速
が
期
待
で

き
る
。

　
ま
た
、
こ
の
共
同
運
営
に

よ
り
、
レ
ー
ザ
加
工
か
ら
光

源
開
発
ま
で
一
連
の
活
動
が

可
能
と
な
る
。

　
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
に
は
、
最
新
の

５
鯵
青
色
レ
ー
ザ
発
振
器

（
Ｂ
Ｒ
５
０
０
０
）
を
設
置

し
、
今
後
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
―
Ｉ
Ｒ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ー
ザ
発
振

器
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
を

含
む
古
河
電
工
製
の
す
べ
て

の
産
業
用
レ
ー
ザ
発
振
器
を

配
備
す
る
予
定
。

Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
外
観

力
が
落
ち
る
「
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
」
、
骨
折
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る「
骨
粗
鬆
症
」な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
あ
っ
て
生
活

の
質
を
落
と
す
だ
け
で
な

く
、「
認
知
症
」や「
う
つ
」な

ど
の
合
併
症
も
引
き
起
こ
す

と
い
う
。
高
齢
化
が
進
行
す

る
今
、
他
人
事
で
は
い
ら
れ

な
い
▼
た
だ
、
フ
レ
イ
ル
は

早
め
に
対
策
を
講
じ
れ
ば
健

常
な
状
態
に
戻
る
可
能
性
が

あ
る
そ
う
だ
。
今
の
う
ち
に

正
し
い
治
療
や
予
防
法
を
知

っ
て
お
き
た
い
。
ア
ク
シ
デ

ン
ト
か
ら
１
週
間
。
そ
ろ
そ

ろ
友
人
も
落
ち
着
い
た
頃
だ

ろ
う
。
近
い
う
ち
に
見
舞
い

に
行
く
つ
も
り
だ
。  （
微
風
）

の
は
無
理
」
と
訴
え
る
。
や

む
な
く
救
急
車
の
出
動
を
乞

う
た
。
待
つ
こ
と
　
分
余
り
、

１０

怪
我
人
は
救
急
隊
３
人
に
折

り
畳
み
椅
子
に
固
定
さ
れ
て

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
診
断

は
足
首
の
複
雑
骨
折
で
全
治

１
か
月
以
上
と
い
う
▼
気
持

ち
は
元
気
で
も
、
身
体
は
足

首
を
捻
っ
た
だ
け
で
骨
折
す

る
ほ
ど
弱
っ
て
い
た
の
だ
。

ま
だ
　
代
だ
が
、
こ
れ
も
フ

６０

レ
イ
ル
な
の
だ
ろ
う
か
▼
フ

レ
イ
ル
は
加
齢
で
心
身
が
老

い
衰
え
た
状
態
を
指
す
。
と

く
に
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル

は
、
運
動
器
が
衰
え
移
動
機

能
が
低
下
す
る
「
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
、
筋

　
週
末
、
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た

友
人
た
ち
と
地

下
に
あ
る
喫
茶

店
で
話
そ
う
と

階
段
を
下
り
て

い
た
。「
転
ば
な
い
よ
う
に
」

「
下
り
は
気
を
付
け
な
い

と
」
と
声
を
か
け
つ
つ
下
り

切
っ
た
ら
、
す
ぐ
後
ろ
に
い

た
ひ
と
り
が
突
然
う
ず
く
ま

っ
た
。
右
足
首
を
押
さ
え
て
、

「
う
う
う
」
と
呻
い
て
い
る

▼
最
後
の
一
段
を
踏
み
外
し

た
ら
し
い
。
患
部
は
見
る
間

に
腫
れ
あ
が
り
、
熱
を
持
っ

て
き
た
。
怪
我
人
は
「
人
生

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
痛

み
」
と
述
べ
、「
立
ち
上
が
る

の
さ
ら
な
る
強
度
ア
ッ
プ
を

実
現
す
る
た
め
に
、
イ
ン
ナ

ー
メ
タ
ル
ア
ー
マ
ー
構
造

（
レ
セ
プ
タ
ク
ル
コ
ネ
ク
タ

中
央
部
に
金
属
を
配
置
す
る

構
造
）
を
採
用
し
た
。

　
同
製
品
の
サ
イ
ズ
は
嵌
合

高
さ
０
・
６
㎜
、
長
さ
７
・

　
㎜
、
幅
１
・
　
㎜
だ
。

４７

９５

加
え
て
、０
・
５
Ａ
の
信
号
コ

ン
タ
ク
ト
４
端
子
、２
・
５
Ａ

の
メ
タ
ル
キ
ャ
ッ
プ
２
端
子

を
配
置
し
た
大
電
流
用
小
型

コ
ネ
ク
タ
を
開
発
し
た
。

　
同
コ
ネ
ク
タ
は
、
電
源
コ

ン
タ
ク
ト
を
２
本
ペ
ア
で
使

用
し
て
お
り
、
最
大
　
Ａ
／

１４

コ
ネ
ク
タ
を
通
電
す
る
こ
と

が
可
能
だ
。
従
来
品
の
電
流

容
量
は
最
大
８
Ａ
で
あ
り
、

大
容
量
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
メ
タ
ル
キ
ャ
ッ
プ

は
２
・
５
Ａ
大
電
流
に
対
応

す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
コ

ネ
ク
タ
を
補
強
す
る
役
割
も

兼
ね
備
え
て
お
り
、
嵌
合
時

の
破
損
を
防
止
す
る
働
き
も

あ
る
。
加
え
て
、
コ
ネ
ク
タ コネクタの構造

　
フ
ジ
ク
ラ
は
、
大
電
流
用

小
型
コ
ネ
ク
タ
を
開
発
し
た

と
発
表
し
た
。

　
電
子
機
器
の
技
術
が
急
速

に
進
み
、
モ
バ
イ
ル
・
ウ
ェ

ア
ラ
ブ
ル
端
末
や
車
載
向
け

デ
バ
イ
ス
で
バ
ッ
テ
リ
ー
の

大
容
量
化
や
急
速
充
電
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
同

社
は
、
こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
定
格
電
流
７
Ａ
の

電
源
コ
ン
タ
ク
ト
４
端
子
に

大電流用小型コネクタ開発
フジクラ

車載向けデバイス等に適応

エネコートのペロブスカイ
ト太陽電地フィルムシート

を
ガ
ラ
ス

で
保
護
す
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